
令和３年度
予算編成方針

郡 山 市

「新しい生活様式」実現型
課題解決先進都市の創生

～「誰一人取り残さない郡山」
を目指す新年度予算～

「新しい生活様式」実現型

課題解決先進都市の創生

～「誰一人取り残さない郡山」
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「新しい生活様式」実現型課題解決先進都市の創生

～「誰一人取り残さない郡山」を目指す新年度予算～

基本方針

政策推進５本柱
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Ⅰ「誰一人取り残さない」ＳＤＧｓの基本理念

政策推進５本柱
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①「誰一人取り残さない」ＳＤＧｓの基本理念

政策推進５本柱

ＳＤＧｓ未来都市郡山

PHOTO：photo_booooy(郡山市観光協会公式SNSアンバサダー）＠猪苗代湖

政策推進５本柱

Ⅱ「自助・共助・公助・絆」に基づく公民協奏

（こども食堂） （自主防災組織活動）
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政策推進５本柱

Ⅱ「自助・共助・公助・絆」に基づく公民協奏

（第２層協議体）

政策推進５本柱

Ⅲ「市役所ＤＸ化」への集中投資

（子供の学びを保証するＩＣＴ整備）
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政策推進５本柱

Ⅲ「市役所ＤＸ化」への集中投資

（５レスの推進）

行
政
の
Ｄ
Ｘ

ペーパー（コピー）レスペーパー（コピー）レス

カウンターレスカウンターレス

キャッシュレスキャッシュレス

ファイルレスファイルレス

ムーブ（会議）レスムーブ（会議）レス

政策推進５本柱

Ⅳ「防災コンパクト都市・流域治水」による
安全安心実現

（流域治水の推進）
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政策推進５本柱

Ⅳ「防災コンパクト都市・流域治水」による
安全安心実現

防災上の課題と
防災対策の取組の方向性

（防災コンパクト先行モデル都市）

政策推進５本柱

Ⅴ「部局間連携・部局間協奏」による縦割り打破

（行政センター対口支援体制） （各種研修ネットワークや共同研究による
人材育成、カイゼン運動）
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共通事項

新型コロナウイルス感染症を踏まえた対応

あすまち
こおりやま
(～2024)

拡大版あすま
ちこおりやま
(～2030)

SDGsの国際目標(～2030)

国総合戦略
第二期(～2024)

国の長期ビジョン(人口見通し)
（～2040・長期的には2060以降)

国

等

市総合戦略改訂版
(～2024)

郡
山
市

国の政策・方針等
への迅速な対応

郡山市人口ビジョン(人口見通し)（～2040)

2040年2030年2025年

SDGs未来都市
計画(～2021)

(2030を
視野)

デジタル市役所
推進計画
(～2021)

分野別計画(39本)

2050年

共通事項

バックキャスティング思考による施策の展開

国連「健康長寿の10年」

圏域人口50万人規模維持に向けた
こおりやま広域圏の推進(自治体戦略2040構想)

広域
圏

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
思
考

現
在
の
施
策

に
展
開

ＳＤＧｓの基本理念を踏まえつつ、予見可能性の高い将来課題から現在のとるべき方策を考える
バックキャスティングを基本として中長期的な計画を策定し、令和３年度の施策展開を図り、市政運
営を行ってまいります。

2030年

2040年

2050年

〇団塊の世代が75歳以上の後期高齢者へ
（超高齢化社の到来）

〇ＳＤＧｓの国際目標の達成目標年度

〇二酸化炭素実質排出量ゼロの達成目標年度

〇経産省ＤＸレポート「2025年の崖」
(複雑化・老朽化・ブラックボックス化による既存ＩＴシステムが残
存した場合に想定される国際競争への遅れや経済停滞等の問題）

〇団塊ｼ゙ ｭﾆｱ世代が65歳以上に(超高齢化社会の進行)

〇自治体情報システムが全国標準化・共通化に

2025年

予見可能性の高い主な将来課題

〇ガソリン車廃止(30年代半ばまでに)、北海道新幹
線札幌延伸等モビリティシステムの変化

〇県内電力消費量が100％以上再生可能エネルギーに

〇人口縮減時代への自治体行政の転換(自治体戦略2040構想)
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共通事項

ＳＤＧｓを踏まえた
バックキャスティング思考による基盤づくり

・こおりやま広域圏内の住民、事業者等の
理解促進、認知度向上

・ＳＤＧｓ実践に取り組む機会の創出

・持続可能な社会づくりの担い手と
なる人材育成

・「ＳＤＧｓ体感未来都市」の実現

環 境

経 済 社 会

共通事項

「こおりやま広域連携中枢都市圏」による
広域的視点による問題解決施策の推進

構成：１６市町村（５市７町４村）
人口：約６５万人（福島県の約３分の１）
面積：約3,3 1 3ｋ㎡（福島県の約４分の１）

【構成市町村】
郡山市、須賀川市、二本松市、田村市、本宮市、
大玉村、鏡石町、天栄村、猪苗代町、石川町、
玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町

国（総務省）の「連携中枢都市圏構想推進要
綱」に基づき「こおりやま広域連携中枢都市圏
（通称：こおりやま広域圏）」を形成
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共通事項

「こおりやま広域連携中枢都市圏」による
広域的視点による問題解決施策の推進

こおりやま広域圏の将来像と目標

短期目標 中長期目標 長期目標

・連携可能な事業
からスモールス
タートで取り組み、
広域連携の土台を
築く。

・産学金官連携、市町村間
連携を本格化させ、住民が
圏域形成メリットを実感で
きるようにする。
・市町村それぞれの主体的
なまちづくりによる将来展
望実現に相互に資する。

・我が国の長期的な人口減少、
少子高齢社会の進展を見据え、
有機的連携により都市機能を維
持し、持続可能な自治体プラッ
トフォームを構築する。

2019 2020～2023 2024～ 2040

将 来 像 「広め合う、高め合う、助け合う」 こおりやま広域圏 ～ 持続可能な圏域の創生 ～

圏域の中長期的な目標
各市町村それぞれの主体的なまちづくりの理念と課題を踏まえた将来展望実現に向け相互に資するととも

に、広域的に学び、働き、暮らし続けることができる圏域づくりを推進する。

共通事項

財政健全化 国等における重点施策との整合性

「新しい生活様式」実現型
課題解決先進都市の創生

～「誰一人取り残さない郡山」
を目指す新年度予算～

※令和３年度当初予算は、４月に市長選挙が執

行されるため、原則、義務的経費、継続的事

業及び市民生活に密着した事業を中心とした

骨格予算となりますが、市民生活や生業の危

機を確実に乗り越えるための必要な措置は、

いわば危機管理予算として、今後の予算編成の

中において検討していきます。
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